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肝病態生理研究のあゆみ
Concanavalin A誘発マウス肝炎の肝細胞障害重症度とサイトカイン産生能
における性差の検討
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11．ConcanavalinA誘発マウス肝炎の

肝細胞障害重症度とサイトカイン産生能

における性差の検討
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GenderDifferencesofHepaticlnjuryandCytokineProduction

inConcanavalinAInducedHepatitisinMice
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免疫疾患は女性に好発し2)，免疫機能に性差が存在

することが推察されている3)が，その発症機序につ

いてはいまだ不明な点が多い。

そこで今回われわれは，本肝炎モデルにおいて，

肝細胞障害の重症度と，免疫機能の指標としてのサ

イトカイン産生能に性差が存在するか否かについて

検討した。

はじめに

現在，種々の薬剤を用いた肝障害動物モデルが作

製され検討されている。近年，Tiegsらにより，マ

ウスにＴ細胞に対するマイトジェン活性をもつcon‐

canavalinA(ＣｏｎＡ)を静脈内投与することにより，

T細胞の活性化を介した免疫学的肝炎モデルが報告

されている')。一方，自己免疫性肝炎を含めた自己
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